
　母と子、父と子が安心して生活で
きるように、必要な支援をします。

※社会福祉の仕事をする民間の団体です。

　心身ともにすこやかに
育つように、必要な支援を
します。

　障がいを乗りこえて、安心して生活
できるように、必要な支援をします。

ゆた

　いつまでも豊かに
安心して暮らせるよ
うに、必要な支援を
します。

　自分の力で生活できる
ように、必要な生活費な
どの支援をします。

子どもに

ひとり親家庭に

ふく し し せつしゃかい

社会福祉施設

保育士

生活に
困っている人に
こま

民生委員
児童委員

ボランティア

ホームヘルパー
体に障がいのある人に

ケースワーカー

れい しゃこう

高齢者に

しょう

　高齢者や体に障がいのある
人のための施設です。

どんなことをしているか、
イラストを見て、調べて
みましょう

　すべて国民は、健康で文化的な最低限
げ ん

度
ど

の生活を営
いとな

む権
け ん

利
り

を有する。
　国は、すべての生活部面について、社会
福祉、社会保

ほ

障
しょう

及
お よ

び公
こうしゅうえいせい

衆衛生の向上及び
増
ぞ う

進
し ん

に努めなければならない。

日本国憲
けんぽう

法第 25条
じょう

福祉
し

ってなんだろう福
ふく

祉
し

ってなんだろう５５

１ 福祉の仕組み
　みんながより幸せに暮

く

らしてい

けるように、国や県・市町村では、

いろいろな福祉団
だ ん

体
た い

や福祉施
し

設
せつ

、

地
ち

域
い き

の人々と力を合わせて、福祉

のまちづくりを進めています。

　また地域のみんなが支
さ さ

え合って、

安心して暮らしていけるよう支
し

援
えん

します。
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①　高齢者への支援

　介
か い ご

護についての相談や元気な高齢者に生きがいを感じてもらうための場を

提
ていきょう

供しています。

●ふれあいサロン ●福祉相談

２  福
ふ く

祉
し

事
じ

務
む

所
し ょ

の仕事

福祉事務所の人のお話

　県や市で、福祉の仕事

をしているところを福祉

事務所といいます。

　福祉事務所では、子どもがすこやかに育つようにしたり、高齢者や体

に障
しょう

がいのある人たちの生活を高めたり、困
こま

っている人たちの手助けを

したりするなど、福祉サービスが必要な人の支援をしています。また、

安心して生活できるように、いろいろな相談も受けています。

仕事の内容仕事の内容
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歩くことに障がいのある人

目に障がいのある人

・車いすや義
ぎ し

肢（人工の足）など

・安全つえ、めがね、点字器など

耳に障がいのある人

・補
ほ ち ょ う き

聴器

●障がい者に必要な器具

●保育所（園） ●こどもルーム

みんなが安心して

幸せに生活できる

ようにいろんな

ことをして

いる所なん

だね。

②　障がいのある人への支援

　障がいのある人に、障害者手帳の交付

の手続きをしています。

　また、必要な器具を買うときに、費用

のえん助をしたりしています。

③　子どもがすこやかに育つための支援

④�　お母さんやお父さんのいない

家庭への支援

⑤�　生活に困っている人たちのた

めの支援

⑥�　災
さ い

害
が い

にあった人たちのための

仕事や福祉についての相談
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社会福祉協議会の人のお話

　社会福祉協議会は地
ち

域
い き

の

人々の協力によって、国・

県・市町村では手の届
と ど

きに

くい住民一人ひとりの福祉

の問題が少しでも解
か い け つ

決でき

るように計画を立てたり、ボランティア活動を広げ

たりするなどいろんな活動を行っています。一人で

は解決できないことでも、地域のみんなが力を合わせれば、だれもが

安心して住みよい、心のふれ合うまちになっていくと思います。

　また、社会福祉協議会は民間の団体で、その事業はみなさんからの

寄
き

付
ふ

金
き ん

などで行っています。

３  社会福
ふ く

祉
し

協議会の仕事

仕事の内容仕事の内容

①　福祉の輪を広げるための

　取り組み

　地域でかかえているいろいろな福祉

の問題について、調
ちょう

査
さ

をしたり、みん

なで話し合ったりして、その解決に向

けた取り組みを支援しています。 ●校区での話し合いのようす

※「社会福祉協議会」を略
りゃく

して「社
しゃ

協
きょう

」と呼ぶことがあります。
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　また、福祉サービスの内
な い

容
よ う

や地域

での福祉活動の様子のしょうかい、

福祉活動へのみんなの参加をすすめ

る活動なども行っています。

②　ボランティア活動を広げていくための取り組み
　ボランティアをしたい、お願いしたいといった相談に応じ、ボランティア

活動につなげています。また、ボランティア体験や朗
ろ う ど く

読・点
て ん や く

訳講
こ う

座
ざ

、災
さ い が い

害ボ

ランティア講座などを行い、ボランティアに関する知識を広めています。

③　地域の人が行う、助け合い・ふれ合い活動を広げていくための
　取り組み
　高齢者や障

しょう

がいのある人、小さな子どもたちが安心して暮
く

らせるよう、地域

の人が見守ったり声をかけ合って助け合ったりする活動を広げていきます。

　また、みんなのふれ合い・交流を深めるための活動も広げていきます。

④　困
こま

りごとの相談
　仕事や暮らしの中での色々な困りごと

の相談に対して、解
か い け つ

決に向けた支援をし

ます。

⑤　生活に困っている人への支援
　生活に困っている人へお金を貸したりすることにより、安定した生活が送れ

るよう支援します。

●「おおいた市社協だより」

●災害ボランティア活動 ●点訳ボランティア養成講座
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　市民の一人ひとりにも福祉のまちづくりに参加してもらうために募金運動

が行われています。

　赤い羽根共同募金は、毎年 10 月１日

から全国いっせいに行われる助け合い

運動です。大分市でも、自治会長や

民生委員・児童委員をはじめ多くの

市民のみなさんが募金活動に協力して

います。

４  福
ふ く

祉
し

を支える募
ぼ

金
き ん

活動

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

●街頭募金

令和４年度
大分県内の募金額1億2,352万円

体に障がいのある
しょう

幸せ

幸せ

幸せ

高齢者の
幸せのために!

赤い羽根共同募金の使われ方
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　福祉活動を支
さ さ

える募金活動には、寄
き ふ

付金
き ん

つきお年玉年
ね ん

賀
が

はがきや発
は っ

展
て ん

途
と

上
じょう

国
こく

の子どもたちをえん助するためのユニセフ募金などがあります。

　また、台風や地
じ し ん

震などで災
さい

害
がい

にあった人々を支援するための義
ぎ

援
えん

金
きん

もあり

ます。

　歳末たすけあい募金は、みんなが明る

いお正月をむかえられるようにと始めら

れた募金で、毎年12月１日から行われる

たすけあい運動です。

　わたしたちも、児童会を中心に全校で

取り組んでいます。

　募金で集まったお金は、福
ふ く 　 し 　 し 　 せ つ

祉施設で生

活している人やひとり暮
ぐ

らしの高齢者へ

の支
し

援
えん

などのために使われています。

歳
さい

末
まつ

たすけあい募金歳
さい

末
まつ

たすけあい募金

その他の募金その他の募金

　募金について、わたしたちはどのような気持ちで取り組

めばよいのでしょうか。話し合ってみましょう。
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